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11 名から成る合計 43 名の会員に対し飼養管理に関するアンケート調査を実施した。ウマの体質に関する情
報をクラブ会員に与えた場合の意識の変化を観察した。結果、「ウマにおやつを与えること」と「ウマにおや






























































































で解説した 10)。また、説明の中で、1) 今回測定された TG
値はサラブレッドが 22.10 ± 1.13(mg/dL)、ポニーが 32.93






てくると考えられるの 2 点を強調した。TG 値の成績に関


















乗馬クラブの会員 43 名 ( 男性 11 名、女性 32 名 ) を対象
に調査を行った。年齢およびクラブ所属年数は、それぞれ
平均 44 ± 14.2 歳 (16-68 歳 ) および 11.03 ± 7.26 年 (1 カ月
-35 年 ) であった。クラブ加入前の乗馬経験は、経験ある
会員が 13 名、経験ない会員が 29 名、未回答が 1 名であった。
会員の内訳は、一般会員 19 名と、自分のウマをクラブに
預けている会員 ( 自馬会員 )24 名であった。乗馬クラブへ










成意見は、TG 値に関しての説明を行った後に有意 (P ＜
0.001) に減少した ( 図 1)。また、ウマにおやつを与える人
を見かけた際に注意する意見は、TG 値に関しての説明を








































る賛否および注意の意見に有意 (P ＞ 0.05) な差は得られな
かった。対して、クラブ入会前の乗馬経験の有 ( 経験者 )
無 ( 未経験者 ) で分けたところ、説明前および説明後のウ
マにおやつを与えることに対する賛成意見が、未経験者に







が、一般会員のそれに比べて有意 (P ＜ 0.05) に少ない成績
が得られた ( 図 4)。ウマにおやつを与える人を見かけた際
に注意するかどうかの質問では、説明前および説明後にお
いて、一般会員と比較して、自馬会員の方が注意する意見
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Abstract
Recently, the relation between owner and companion animals are altered significantly. The efforts of 
veterinarian and animal nurse (VN) are necessary for the healthy entire life of companion animals that 
be absolutely invaluable to human. However, there are also owners deteriorate the animal's health due to 
wrong control of feeding. In the present study, we conducted a survey by a questionnaire about control 
of feeding to members (a total of 43, comprising 32 female and 11 male) of an equestrian club in Shizuoka 
Prefecture. We observed a change in member's attitude in terms of feeding for horses when information 
about constitution of horses informed for members. In conclusion, the significant change (P<0.05) was 
observed on the two categories: “the feeding treats for horses”, “give warning for persons who feed 
treats to horses”. Since it is thought be necessary that owners breed animals under understanding of 
situation of each animal, VN play an important role for nutrition management and control of feeding..
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